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14:15 グループディスカッション２：                 

参加者は男女混合、プロジェクト別（ＪＩＣＡ、ＦＡＯ、ＪＶＣ）の三つのグ

ループに分かれ、村の良い点、改善すべき点、夢、夢へのアプローチ方法につ
いて話し合い、模造紙にまとめ、全体に発表する。 

 

 

15:00 全体発表２： 
村の良い点 

どのグループも学校、井戸など村にある設備を列挙し、そして住民の仲が良いこ

と、伝統的な協力体制があること、住民組織があること、健康で労働力があるこ

となどを挙げていた。 
改善すべき点 

不足しているインフラや農業に関する問題が言及されているのはどのグループ

にも同じだが、ＪＩＣＡとＪＶＣの村は共同労働などに協力しない住民がいる

ことを問題としていた。 
夢 

夢に上げられたものはほぼ上記の改善すべき点の裏返しであった。珍しいもの

では先進国に研修旅行に行くこと（JICAグループ）、知識を得ること（JVCグル

ープ）など。 
夢へのアプローチ方法 

既存の組織を使う。例えば米銀行をもっと利用する、住民組織から地方政府に

通電、学校･道路建設などの申請をするなど。トラクターを共同購入するために

寄付を募るといった具体案も出された（ＪＶＣグループ）。村のハーモニーを良
くする（ＪＩＣＡ、ＦＡＯグループ）といった意見もあった。 

 

 

15:10 プレゼンテーション２：Mrs. Phonesamai             

ＪＶＣが訓練したナワイ村の農業と家畜技術指導のボランティア。米銀行を設

立し、各村に普及した。野菜栽培の指導もした。 
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た、⑤年一回のコンテストが彼らの手で運営されるようになったなど、地域に

根ざした持続性のある活動に発展することができた。 

これに関連してＪＶＣのプロジェクト村からトレーニングを受けて生姜粉を生
産する村人の体験談を手短に発表してもらった。また身近にあることから始め

るための一案として、ドングリやヒマワリの種などを使った種子ブローチを披

露。生活改善とは「身近なことから自分たちで工夫して始める」ものであるこ

とを説明した。小さなことから始め、始めは一人でも、皆で力を合わせてより
大きなことに取り組み、地域活動に発展させること、それには家族や行政のサ

ポートも必要なことを強調した。 

ホワイトボード、ＯＨＰ、種子ブローチ・生姜粉などの現物使用。 

 
参加者からの質問１：ウビの種芋はどこで手に入るか？ 

ＦＡＯスタッフからラオス国内でもウビは生産されていることが説明された。

しかし山田は、ウビはフィリピンのプロジェクト地でもともと誰もが生産して

いたからプロジェクトに利用したのであって、ラオスでフィリピンの「ウビ」
にあたるものを見つけることが大切と答えた。 

 

参加者からの質問２：マーケティングはどうすればいいのか？ 

トレーニングなどで新しい技術を学んでそれを商品化しても買う人がいない、
と生姜粉を生産している農家が訴えた。販路開拓は重要な課題である。これに

対して山田は技術のトレーニングだけでなく、活動のプロセスに地域を巻き込

めば販路も自然と開けてくることを「ウビコンテスト」の例で説明した。技術

発表会、お祭りなどを企画して目立つこと、地元新聞に載せてもらうなど地域
からの関心を集めることも大切とした。また普及員の技術交換会などを催し、

他地域と交流すること、新しいアイディアを常に意識することなども有益であ

る。これはトレーニング主催側へのメッセージであろう。 

参加者からの質問３：種子ブローチの作り方は？ 
見本と作り方説明書をＪＶＣに寄贈していくことにする。今後はＪＶＣが取り

まとめる。 

 

16:50 全体討論：まとめ 
グループディスカッション２で挙げた「夢」を次のように分析した。 

自分たちで実現可能なもの 

・ 国内旅行 

・ トラクターの共同購入 
行政や外部者と一緒に住民ができること 

・ 簡易水道の整備 

・ 道路整備 

・ 村のクリニック／学校設営 
・ 機織費（織機、繭）の捻出 

・ 家畜を飼う（村所有の土地があれば半分売って捻出する） 

外部からの支援が必要なもの 

・ 知識や情報を得ること 
・ 先進国への研修旅行 

17:15 閉会 
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